
【
は
じ
め
に
】

こ
こ
数
年
、
沖
縄
に
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
た
。
特
に
多
い
の
が
、
「
米
軍
基
地
移
設
反
対
」
・
「
沖
縄
の
主

権
確
立
」
・
「
琉
球
独
立
」
等
と
訴
え
る
人
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
六
年
、
平
成
三
○
年
の
沖
縄
知
事
選
挙
で
、
米
軍
基
地

移
設
反
対
派
の
知
事
が
連
続
し
て
当
選
す
る
な
ど
、
日
本
政
府
と
の
間

の
政
策
の
ず
れ
が
、
顕
著
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

な
ぜ
一
部
の
沖
縄
の
人
々
は
、
「
沖
縄
の
主
権
確
立
」
・
「
琉
球
独

立
」
と
い
う
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
ま
た
、
な
ぜ
そ
の
動
き
に
、
中
国
や
韓
国
の
人
々
も
同
調
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
沖
縄
が
日
本
に
帰
属
し
た
際
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
今
、
沖
縄
で
起
き
て
い
る
諸
問
題

は
、
過
去
の
歴
史
に
そ
の
原
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
諸
問
題
の
正
し
い
理
解
に
は
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
必
要

で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

中
学
歴
史
教
科
書

読
み
比
べ
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で
は
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
日
本
と
中
国
の
関
係
を
、
各
社
の
中
学
歴
史

教
科
書
で
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用

す
る
。

【
東
京
書
籍
】

［
沖
縄
県
の
設
置
と
琉
球
の
人
々
］
本
文
一
六
九
頁

《
琉
球
王
国
は
、
薩
摩
藩
に
事
実
上
支
配
さ
れ
な
が
ら
、
清
に
も
朝
貢

す
る
な
ど
、
日
清
の
両
方
に
属
す
る
関
係
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本

政
府
は
一
八
七
二
年
に
琉
球
王
国
を
琉
球
藩
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
日

本
政
府
は
一
八
七
九
年
、
軍
隊
の
力
を
背
景
に
、
琉
球
の
人
々
の
反
対

を
お
さ
え
、
琉
球
藩
を
廃
止
し
て
沖
縄
県
を
設
置
し
ま
し
た
（
琉
球
処

分
）
。
朝
貢
す
る
国
を
失
っ
た
清
は
日
本
に
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。
琉

球
を
め
ぐ
る
日
清
間
の
対
立
は
、
日
清
戦
争
で
台
湾
が
清
か
ら
日
本
へ

ゆ
ず
り
わ
た
さ
れ
る
こ
と
で
自
然
消
滅
す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。
》

【
教
育
出
版
】

［
領
土
の
画
定
と
沖
縄
県
］
本
文
一
六
五
頁

《
琉
球
王
国
は
江
戸
時
代
以
来
、
薩
摩
藩
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
清
に
も
朝
貢
し
て
い
ま
し
た
。
政
府
は
、
琉
球
を
日
本
の
領
土

に
し
よ
う
と
、
ま
ず
琉
球
藩
を
お
き
、
台
湾
に
漂
着
し
た
琉
球
の
人
々

が
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
理
由
に
、
一
八
七
四
年
、
台
湾
に
出
兵
し
ま
し

た
。
一
八
七
九
年
に
は
軍
隊
を
送
っ
て
琉
球
藩
を
廃
止
し
、
沖
縄
県
を

設
け
ま
し
た
（
琉
球
処
分
）
。
》

［
琉
球
処
分
～
琉
球
王
国
の
終
わ
り
］
欄
外
一
六
五
頁

《
…
一
八
七
五
年
、
政
府
は
琉
球
の
代
表
を
上
京
さ
せ
、
清
と
の
関
係

を
絶
つ
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
琉
球
側
は
強
く
抵
抗
し
ま
し
た
。
説
得

に
応
じ
な
い
琉
球
側
に
対
し
、
一
八
七
九
年
、
政
府
は
武
力
で
首
里
城

を
占
領
し
、
廃
藩
置
県
を
断
行
し
ま
し
た
。
…
》

【
帝
国
書
院
】

［
琉
球
か
ら
沖
縄
県
へ
］
本
文
一
六
八
頁

《
江
戸
時
代
の
琉
球
は
、
幕
府
や
薩
摩
藩
の
支
配
を
受
け
る
一
方
、
清

か
ら
国
王
が
任
命
さ
れ
、
欧
米
諸
国
か
ら
も
独
立
し
た
王
国
と
認
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
新
政
府
は
、
琉
球
を
日
本
領
に
組
み
入
れ
よ
う
と
、

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
琉
球
藩
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
琉
球
は
清
と
の
関
係
と
王
国
を
維
持
し
よ
う
と
し
、
清
も
琉
球
藩

の
設
置
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
一
八
七
四
年
、
清
領
の
台
湾

で
琉
球
の
漂
流
民
が
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
る
と
、
新
政
府
は
出
兵
し

（上）沖縄の「主権」確立を主張する公開討論会 （2013年）

（中）集会で「琉球独立」の旗を掲げる人々（2007年）

（下）「収回琉球」、「解放沖縄」の横断幕を掲げてデモする

中国の人々（2010年）
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自
由
社
は
、
台
湾
出
兵
の
経
緯
と
、
日
本
が
正
当
な
手
続
き
を
経
て
琉
球
の
帰

属
を
清
に
認
め
さ
せ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
伊
波
普
猷
の
「
琉
球

処
分
は
一
種
の
奴
隷
解
放
だ
」
と
表
現
し
こ
と
も
取
り
上
げ
る
な
ど
、
決
し
て
日

本
側
が
一
方
的
に
帰
属
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
記
述
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
当
時
、
琉
球
の
人
々
の
中
で
、
日
本
派
と
清
国
派
に
分

か
れ
て
対
立
し
て
い
た
経
緯
と
、
そ
の
後
の
日
清
戦
争
で
清
の
敗
北
を
受
け
て
、

清
国
派
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
事
実
ま
で
記
述
し
て
い
る
。

戦
後
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
沖
縄
は
日
本
領
土
か
ら
分
断
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

の
統
治
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
沖
縄
の
一
部
の
人
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激

し
、
琉
球
独
立
運
動
の
動
機
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

奇
し
く
も
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
と
日
中
国
交

正
常
化
が
実
現
し
た
年

で
も
あ
る
。
そ
の
沖
縄

で
再
び
か
つ
て
の
日
本

派
と
清
国
派
が
対
立
し

て
い
た
歴
史
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
は
、
決
し
て
偶

然
の
こ
と
で
は
な
い
。

今
、
伊
波
普
猷
が
生
き

て
い
た
な
ら
、
彼
の
目

に
沖
縄
は
ど
う
映
っ
た

で
あ
ろ
う
か
？

て
清
か
ら
賠
償
金
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
八
七
九
年
、
軍
隊
や
警
察
の
力

を
背
景
に
新
政
府
は
琉
球
藩
を
廃
止
し
て
沖
縄
県
を
設
置
し
ま
し
た
。
…
ま
た
、

日
本
と
清
は
、
琉
球
の
所
属
問
題
を
や
朝
鮮
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
で
対
立
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
》

【
自
由
社
】

［
琉
球
処
分
］
本
文
一
七
三
頁

《
［
台
湾
出
兵
と
琉
球
処
分
］
日
本
は
、
清
と
の
国
交
樹
立
の
た
め
、
一
八
七
一

（
明
治
四
）
年
、
国
際
法
の
原
理
に
基
づ
く
、
両
国
対
等
の
関
係
を
定
め
た
日
清

修
好
条
規
を
結
ん
だ
。
琉
球
は
、
江
戸
時
代
か
ら
清
と
日
本
の
両
方
に
服
属
し
て

い
た
。
同
じ
一
八
七
一
年
の
七
月
、
日
本
政
府
は
琉
球
を
鹿
児
島
県
の
管
轄
に
置

い
た
。
同
年
一
○
月
、
琉
球
御
用
船
が
難
破
し
て
台
湾
に
漂
着
し
、
琉
球
島
民

（
宮
古
島
の
住
民
）
五
四
人
が
現
地
人
に
殺
害
さ
れ
た
。
日
本
は
そ
の
責
任
を
清

に
問
う
た
が
、
清
は
台
湾
の
住
民
を
「
化
外
の
民
」
（
国
家
統
治
の
お
よ
ば
な
い

者
）
で
あ
る
と
し
て
、
責
任
を
回
避
し
た
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
、
台
湾
の
住
民

を
罰
す
る
の
は
日
本
の
義
務
で
あ
る
と
し
て
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
、
台
湾

に
兵
を
送
っ
た
（
台
湾
出
兵
）
。
…
清
と
の
協
議
の
結
果
、
問
題
は
解
決
し
た
が
、

清
は
こ
れ
に
よ
り
、
琉
球
島
民
を
日
本
国
民
と
認
め
た
。
日
本
は
そ
こ
で
一
八
七

九
（
明
治
一
二
）
年
、
琉
球
を
正
式
に
日
本
の
領
土
と
し
、
沖
縄
県
を
設
置
し

た
。
》

［
琉
球
処
分
と
は
何
か
］
コ
ラ
ム
一
七
四
頁

《
［
一
種
の
奴
隷
解
放
］
琉
球
は
、
薩
摩
と
清
国
に
両
属
し
、
人
々
に
は
薩
摩
へ

の
毎
年
の
貢
納
の
他
、
清
国
か
ら
迎
え
る
使
節
の
接
待
の
費
用
も
大
き
な
負
担

で
し
た
。
薩
摩
と
清
国
へ
の
両
属
す
る
状
態
を
終
わ
ら
せ
た
の
が
琉
球
処
分
で

し
た
。
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
、
沖
縄
学
の
父
と
い
わ
れ
る
伊
波
普
猷
（
い
は
ふ

ゆ
う
）
は
「
琉
球
処
分
は
一
種
の
奴
隷
解
放
だ
と
表
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
琉

球
王
国
の
内
部
は
琉
球
処
分
に
賛
成
し
、
沖
縄
県
と
し
て
近
代
化
し
て
い
こ
う

と
す
る
日
本
派
と
、
こ
れ
に
反
対
し
て
清
国
の
救
援
で
琉
球
王
国
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
す
る
清
国
派
と
に
分
裂
し
、
沖
縄
県
設
置
後
も
両
者
の
対
立
は
つ
づ
き
、

激
し
く
あ
ら
そ
い
ま
し
た
。
両
派
の
対
立
は
日
清
戦
争
の
と
き
ピ
ー
ク
で
し
た
が
、

戦
争
で
日
本
が
勝
利
し
た
こ
と
よ
っ
て
清
国
派
が
な
く
な
り
、
長
く
つ
づ
い
た

対
立
は
終
わ
り
ま
し
た
。
》

以
上
、
引
用
お
わ
り
。

東
京
書
籍
は
、
台
湾
出
兵
と
、
清
と
の
や
り
取
り
を
記
述
せ
ず
、
日
本
が
軍
事

力
を
背
景
に
、
一
方
的
に
琉
球
を
日
本
領
に
し
た
と
の
印
象
を
与
え
る
記
述
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
も
こ
の
視
点
は
同
じ
で
あ
り
、
日

本
と
清
と
の
や
り
取
り
の
経
緯
を
無
視
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
、
清
の
言
い
分
を

代
弁
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

千
葉
県
内
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

教
育
出
版
（
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、
香
取
、
神
崎
、
多
古
、
東
庄
）

帝
国
書
院
（
市
川
、
浦
安
）

東
京
書
籍
（
右
を
除
く
市
町
村
）

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内
の
中

学
生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
並
び
に
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
こ
の

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
現
在
千
葉
県
内
で
採
択

さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。
（
会
員
一
同
）

伊波普猷（1876～1947）

（自由社版中学歴史教科書より）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
一
頁
の
連
絡
先
電
話
ま
で
ど
う
ぞ
。
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